
 

 

１．研究課題名：  

プラスチックと金属の結合物を分離する実用機 

(ＭＰセパレーター)の開発と分離材料の再資源化の促進 

 

２．研究代表者氏名及び所属：          

  三島 克己 （有限会社サンプラスチック） 

 

３．研究実施期間：平成 26～28 年度 

 

 

４．研究の趣旨・概要 

Ｐ（プラスチック）とＭ（金属）の結合物は車をはじめＯＡ機器、日用品、医療機器、玩

具等幅広い分野で大量に生産、使用されている。また、すでに役目を終えた結合物も世の

中に大量に存在する。しかし、それをリサイクル可能にする合理的な処理方法は存在しな

い。現状は埋め立て、輸出、焼却が大半である。 

その理由として、 

① プラント等によらず発生現場、回収現場で処理できる小型で簡易的な分離機がない 

② 粉砕等によらずそのままの形で分離できる技術が開発されていない 

③ プラント等大量処理現場に現物のまま搬送を考える場合、コスト的に問題がある 

④ 火災等の問題があり大量の保管が困難、また同じ理由で加熱分離する方法の実用化が

難しい 

等が考えられる。そこで、過熱水蒸気、誘導加熱、遠心力を利用し、火災の危険性はなく、

そのままの形でＰとＭを分離できる小型で移動可能な分離機を開発し、発生現場、回収現

場でＰとＭの分離処理を可能とし、合理的リサイクルシステムの構築を図る 

 

 

５．研究項目及び実施体制 

プラスチックと金属の結合物を誘導加熱、過熱水蒸気、遠心力の組み合わせにより、 

分離する方法の研究と小型（２０L）、中型（５０L）、大型（２００L）の試作機の開発。 

実施体制は別紙を参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 



６．研究のイメージ 
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